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表面近傍に局在した電磁波モー ド(表面ポラリトン)に対する表面量子状態の影響を

しらべるo表面に沿って動 く自由担体の存在により,表面波の存在ならびに分散が大き

く影響されることは,すでに2次元模型により論 じられている [例えば,M.Nakayama

;J.Phys･Soc.Japan,36 (1974)393]･ここでは表面束縛電子の効果を論ずる｡

系の構成 ,配置 ,記号等は別掲報告 [午前の部]と同じである｡表面波の分散は反射係

数の極で与えられる｡

L S偏光

長波長近似における分散式は,
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α- k2- ew2/C2

xip2D'- iO'a2pDy w

であるD表面状態を無視す

れば(1)の右辺 -0となり,

解は存在 しない｡しかし,

表面状態を考慮すれば,2次

元分極率 x(y2yD)>Oの領域
には表面波が存在しうる｡

分散の概念図をを図 1に示 した｡
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図 1 S偏光表面波分散
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表面状態による表面波

Ⅶ.P偏光

この場合 ,長波長近似においても2次元模型は使 えず ,分散式は,
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となるoAp は表面状熊の占める領域内における自己無撞着場を解いて定められる｡特

に表面状態が表面に平行な鏡映面を持っと仮定す ると,
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となる｡(31式封2)式に代入して求めた分散の概念図を図 2に示す｡この図は,2:一偏光

図 2.P偏光表面波分散

a-Oではa,a-kであるから,(2)式は
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の攻収帯が.27偏光顔収

帯の下にあり,両者と

も xz(Z2D)- Oの周波数

よりも下にある場合で

ある｡ 8,8｡は正で分

散がないとしているの

で,表面状態なしでは

表面波はない｡

分散の著しい特徴は

有限の波数 kcで伽=0

となることである｡す

なわち分極波がソフト

化し,自発分極波発生

の不安定性が生ずる｡

[EX'iD) -EoI(Z2zD)]k-1-0

となり,I(2D)I(2D)>Oだからk>0の根がある｡自由担休があれば x(2D)-XX ZI XX
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--だが･この場合 もkc lE/E花X'Z2zD']が解 となる｡一億 に
kc >e/2打X三Z2D)

である｡ I(Z2zD)-b(表面状態のZ方向の広がり)だから･bの程度よりも短かい波長

の分極波発生が考えられる｡これは,表面長周期構造の引金になるかもしれない｡

付記 研究会発表後数人の人と論 じているうちに考えたことを付加 しておくo

z方向のみに分極できる原子が正方格子点上にあるとする｡反強誘電的に± pに分極

したとすると1原子あた りのエネルギーは

p2 p2
E-- - C-
2g d3

となる｡ Xは原子分極率 ,dは格子定数｡d3<2CXなら広く0であるoI/d2-I(2D)

(単位面積あたりの分極率 )であるから,この条件は

d<2CX(2I))

である｡ ∬≒a2b (aは面内の波動関数の広が り)であるから,d<<bの時にのみこ

の条件は充たされ うる｡ (したがって3次元ではこのようなことは起 らない｡ 1次元で

は?)0
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′ト野氏の報告については,これ らの方法の応用について活発な討論がなされた｡離散

的な表面系 という点からは,格子力学のみならず,LCAO模型,Spin系 も容易 に級

か うことができる｡各種表面状態 (Tamm準位 ,Shockley準位 ,danglingbond寄 )

の分別も出来る｡また,この方法は不規則構造があっても,有限の範囲におさまってい

れば ,正確に級かうことができる｡例えば,格子が表面に近付 くにつれて徐々に乱され

る様子を研究するのは,かっこうの演習問題であろう｡もちろん,吸着等表面に沿 って
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